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	作 (さく)文 (ぶん)の評 (ひょう)価 (か)
	1. よく考 (かんが)えられた意 (い)見 (けん)が書 (か)かれている。
	１・２・３・４・５

	
	2. 中 (ちゅう)心 (しん)文 (ぶん)・支 (し)持 (じ)文 (ぶん)・接 (せつ)続 (ぞく)語 (ご)等 (とう)を使 (つか)い、論理的 (ろん　り　てき)に書 (か)かれている。
	１・２・３・４・５

	
	3. 理 (り)由 (ゆう)の表 (ひょう)現 (げん)が上 (じょう)手 (ず)に使 (つか)われている。
	１・２・３・４・５

	
	4. 本 (ほん)文 (ぶん)が20行 (ぎょう)（400字 (じ)）以 (い)上 (じょう)書 (か)かれている。
	１・２・３・４・５

	
	5. 普 (ふ)通 (つう)体 (たい)で書 (か)かれている。
	１・２・３・４・５

	
	6. 文 (ぶん)法 (ぽう)や言 (こと)葉 (ば)が正 (ただ)しく使 (つか)われている。
	１・２・３・４・５

	
	計 (けい)（　　　）点 (てん)／30点 (てん)＝（　　　）％




